











大 蔵 属 藤 田 金
大 蔵 属 今 井 高 行




支配人 永 江 徳 志（○印）
明治廿七年五月十日（角印）




























































































（鹿児島） 第 百 四 十 七 国 立 銀 行
明治廿七年三月 頭 取 染 川 済○印
支配人 三 原 経 国○印
大 蔵 属 稲 波 釣 三 郎 殿
大 蔵 属 今 井 高 行 殿



































































































































































































































類 似 組 合 会 社 調 査 書
一 舎名社号及其場所
共算会社ト称シ，東臼杵郡延岡町大字中町三番戸ニ設ク
一 支店処ノ場所
東臼杵郡東海村並ニ同郡細嶋町及富高村ノ三ケ所ニ置ク
一 資本金
凡ソ壱千円
一 創立年月
明治廿六年八月廿日
一 現預リ金並ニ既ニ返金セシ金額
現ニ貸出金ハ千三百円位ニシテ預リ金ハ八百円位
一 規約書等ノ要領
初メ金壱円十銭ヲ貸付其内十銭ヲ印紙代其他ヲ手数料トシテ引去リ残金壱円ヲ貸渡シ，夫
レヨリ金弐銭ヲヅツヲ三ケ月間毎ニ掛込シタルトキハ，金十円ノ証券ヲ渡シ，夫レヨリ二ケ
月間社ニ預リ置キ，然ル後何時ニテモ証書ト引替金十円ヲ渡スト云ウノ仕組ナリ
一 加入者ノ人員
凡ソ千人位
２１８
（以下，省略） 」
なおここで，特に注意しておきたい点は，沖縄地方（琉球王国）の特殊性であろう。江戸時代薩
摩藩の支配下にあった琉球王国は，日本本土におけるような明治初年の廃藩置県を断行せず，統合
方法としては，土地制度・租税制度・地方統治制度を改革しないで「旧慣行温存」といわれたよう
な政策をとり，日清戦後の明治３６年に始めて「土地整理」を断行したのである。
４ 小括と残された課題
改めてこれまで「紹介」してきた本資料の所有者であり，先行研究者でもあった拝司静夫氏の
「土地抵当貸付と銀行―日清戦争前後における一資料―」（『資本主義の成立と発展』有斐閣，昭和
３４年刊）を読み返してみると「現在は性急な結論は一切さけ，単に資料に若干の整理加えて紹介す
るに止める」とされているが，冒頭に述べたようにわれわれは，これまで数回にわたって，地方別
に北海道から九州・沖縄地方まで紹介・検討を心掛けてきた。１）
たまたま「秋田県庁文書」の採訪・検討のなかで，本資料と対応すると考えられる大蔵省からの
「通達」を発見したが，残念ながら東北地方以外の他地方の「県庁文書」と関連するものは発見で
きていない。またこれまで検討して来た地方でも，主要都市が包含されていない憾みがある。それ
ぞれの地方で「銀行検査官」が県庁部局に依頼するか，ないしは訪問している場合もあるから，秋
田県の場合の方が例外的といえようか。ただし，その「通達」は北海道・府県宛になっているから，
今後の発見が期待出来るかも知れない。２）
さて，これまで全国を七地方にわけて，紹介・検討を続けてきたが，共通して県庁所在地の報告
に乏しい。北海道札幌市・中京地方の愛知県名古屋市というのは，むしろ例外的とさえいえる。名
古屋市の報告に示されたように，戦前資本主義の形成・展開に対応した銀行業と「土地抵当貸付」
の関連を指摘した事例は稀有ともいえよう。本調査が当初から，それを除外したのか不明なのが惜
しまれるが，今後各「自治体史」研究の進展を期待するよりほかないであろう。
注）
１） これまで不十分ながら検討・究明を試みてきた拙稿（地域別）は次の通りである。
①「蚕糸業の展開と地主制」（『秋田近代史研究』３５，５４頁以下，１９９３年８月刊）
②「明治後期秋田県下の土地抵当貸付の動向」（茨城大学『政経学会雑誌』第６２号，２５頁以下，１９９４年
３月刊）
③「明治期における土地抵当貸付と地主制の展開」（専修大学社会科学研究所『社会科学年報』第３０号，５３
頁以下，１９９６年３月刊）
④「明治期における土地抵当貸付と地主制・再論」（同『社会科学年報』第３４号，３頁以下，２０００年３
月刊）
⑤「秋田県における地主制の構造的特質」（『秋田近代史研究』４１号，１頁以下，２０００年６月刊）
⑥「北海道地方における「土地抵当貸付」の態様と性格」（地方金融史研究会『地方金融史研究』第３７
号，３９頁以下，２００６年３月刊）
⑦「東北地方における「土地抵当貸付」の態様と性格」（同『地方金融史研究』第３５号，９５頁以下，２００４
年３月刊）
⑧「関東地方における「土地抵当貸付」の態様と性格」（同『社会科学年報』第４０号１９３頁以下，２００６
中四国・九州地方における「土地抵当貸付」の態様と性格（続）
２１９
年３月刊）
⑨「中京地方における「土地抵当貸付」の態様と性格」（同『地方金融史研究』第３６号，５６頁以下，２００５
年３月刊）
⑩「近畿地方における「土地抵当貸付」の態様と性格」（同『社会科学年報』第３９号，１８５頁以下，２００５
年３月刊）
２）「精細ナルモノヲ得ラレ候ハハ此上モナク候得共御管下ニ於ケル大体ノ景況ヲ視ルニ足ルモノニシ
テ差支無之ト存候」として「北海道・府県」宛に至急送付を命じられていたのである秋田県庁文書
「〔自明治二十一年至明治二十九年〕第五課農商課事務簿 商工之部 全」（秋田県立公文書館蔵）。
２２０
